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(目 的)近 年,高 齢者の増加および在宅医療

の促進により,当 科外来 を訪れる有病者が多くな

り,紹 介内容 も口腔外科的疾患に加 え,有 病者の

比率が増加 している。その中でも,ビスホスホネー

ト製剤関連顎骨壊死が注 目を浴び るようになり,

医科,歯 科問わず,BP製 剤使用症例 に対す る歯

科的な予防や診断,観 血処置を主 とする治療など

の依頼が増えている。そこで今回,当 科を受診し

たBP製 剤使用症例に対 して,そ の現状を知 る目

的に臨床的検討 を行った。

(対象および方法)平 成20年1月1日 からl2

月31日 までの1年 間に当科 を受診 した初診患者

の内,BP製 剤 を投与 されていた患者の概要 をカ

ルテ記載 について検討す ると共 に,平 成17年1

月か ら平成21年5月 までに受診 したBP製 剤使

用症例に対 して詳細な検討 を行った。

(結 果)平 成20年 の初診患者総数はl883名

で,何 らかの基礎疾患を有 した,い わゆる有病者

は1114例(59%)で あった。その内BP製 剤 を投与

されていた患者は22例(2%)で,内 訳 は骨粗霧症

38例,リ ウマチ4例,変 形性関節疾患2例,悪

性腫瘍4例,多 発性骨髄腫1例 であった。BP製

剤使用症例は比較的少ないが,こ の数年,増 加す

る傾向にあった。BP製 剤関連顎骨壊死は注射剤

使用症例5例 中2例 にみられたが,内 服症例には

認めなかった。BP製 剤関連の紹介症例数は急増

しているが,医 科 と歯科では,そ の認識に差があ

るように感 じられた。本年5月 にマニュアルが発

表 されたが,最 近では,ほ ぼこのマニュアルに沿っ

た治療方針であった。 しかし,以 前はマニュアル

に沿わない治療 を行っている症例 も散見されたが,
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治癒不全は無かった。

(まとめ)注 射剤使用症例 に対 しては,十 分な

配慮の基に歯科治療を行 うべきで,場 合によって

は,観 血的処置を避けなければならないが,内 服

薬の場合,注 意は必要であるものの,注 射剤ほど

厳密にする必要は無 く,状 態を考慮 しなが ら必要

な歯科処置は行うべきであると考える。


